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①
命
を
守
る
た
め
、
水
路
の
危
険
防
止
に
優
先
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

②
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
、
熱
中
症
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

冷
水
機
を
設
置
し
、
ま
た
、
全
て
の
和
式
ト
イ
レ
を
早
期
に

洋
式
化
す
べ
き
で
あ
る
。

③
授
業
改
善
の
た
め
、
教
員
事
務
の
支
援
員
を
活
用
し
、
多

忙
な
教
員
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

教
員
が
さ
ら
に
授
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

④
地
域
猫
の
担
当
を
早
急
に
決
め
、
野
良
猫
対
策
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

⑤
Ｊ
Ｒ
東
岸
和
田
駅
周
辺
に
公
衆
ト
イ
レ
と
喫
煙
所

を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
駅
西
側
の
車
寄
せ

部
分
は
、
見
栄
え
の
良
い
舗
装
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

岸
和
田
市
民
の
暮
ら
し
を
示
す
デ
ー
タ
は
、
府
内
31
市
中

個
人
市
民
税
納
付
額
は
26
位
、
生
活
保
護
受
給
者
数
は
５
位
、

小
・
中
学
生
の
就
学
奨
励
費
受
給
率
は
28
・
３
％
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
数
も

上
位
で
あ
る
。
本
市
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
生
活
の
状
況
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
貧
困
率
は
府
内
で
も
高
く
、
家
庭
の

経
済
力
と
学
力
は
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
次
の
点
で
施
策

の
強
化
を
求
め
る
。

①
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
へ
の
学
習
支
援
な
ど
の
開

　

催
回
数
、
場
所
、
対
象
学
年
の
拡
大

②
就
学
奨
励
費
の
引
き
下
げ
は
行
わ
な
い
こ
と

③
福
祉
的
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
学

　

校
も
積
極
的
に
、
各
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と

　

岸
和
田
競
輪
場
は
、
60
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
春
木
地

区
に
存
在
し
て
い
る
。
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
開
催
場
所
で
あ

り
、
迷
惑
施
設
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
く
、
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
は
良
い
環
境
と
は
言
え
な
い
。
２
年
前
に

施
設
の
再
整
備
計
画
が
中
断
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今

回
、
ま
た
新
た
に
施
設
整
備
計
画
が
示
さ
れ
た
。

　

今
後
も
隣
接
地
域
と
の
共
存
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
早
急

に
地
元
説
明
会
を
開
き
、
交
通
安
全
の
た
め
の
道
路
整
備
や

防
犯
対
策
、
日
常
生
活
に
お
け
る
乗
り
合
い
バ
ス
の

支
援
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
今
回
の
整
備
計
画
は
、
提
案
さ
れ
た
コ

ン
セ
プ
ト
と
の
矛
盾
点
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
た
め
、

施
設
の
配
置
や
予
算
額
の
再
考
を
求
め
る
。

①
競
輪
場
と
68
年
間
共
存
す
る
本
市
北
部
地
域
の
イ
メ
ー
ジ

や
、
環
境
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
競
輪
場
名
の
「
サ
イ

ク
ル
ピ
ア
岸
和
田
」
な
ど
へ
の
改
称
と
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
よ
る
環
境
改
善
を
要
望
す
る
。

②
本
市
の
商
店
街
や
飲
食
店
を
含
む
岸
和
田
の
活
性
化
策
と

し
て
、
南
海
岸
和
田
駅
及
び
春
木
駅
周
辺
に
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ

ル
を
誘
致
す
べ
き
で
あ
る
。

③
今
や
地
域
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
、

行
政
は
支
援
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

④
春
木
及
び
大
芝
地
区
の
大
気
汚
染
に
つ
い
て
、
海

の
方
向
か
ら
西
風
と
と
も
に
異
臭
が
流
れ
て
く
る
。

健
康
被
害
の
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
早
期
の
原
因
究
明

と
解
決
を
要
望
す
る
。

【
問
】
平
成
32
年
放
送
予
定
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
明
智
光
秀

が
主
人
公
の
「
麒き

り

ん麟
が
く
る
」
に
決
定
し
た
と
発
表
さ
れ
た
。

本
市
は
、
唯
一
の
肖
像
画
が
市
内
の
本
徳
寺
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
と
い
う
接
点
が
あ
る
。
ま
た
、
本
能
寺
の
変
な
ど
の
だ

ん
じ
り
彫
刻
も
あ
る
。
だ
ん
じ
り
会
館
な
ど
を
活
用
し
た
、

明
智
光
秀
と
関
連
す
る
観
光
施
策
の
推
進
を
期
待
し
た
い
が
、

今
後
の
事
業
展
開
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
ま
ち
歩
き
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
明
智
光
秀

の
唯
一
の
肖
像
画
と
い
う
他
に
な
い
地
域
資
源
を
積

極
的
に
情
報
発
信
し
、
本
市
を
訪
れ
て
も
ら
う
機
会

の
創
出
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
、

舞
台
地
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
セ
ー

ル
ス
コ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

①
都
市
農
業
振
興
の
観
点
や
、
農
地
保
全
を
図
る
意
義
を
検

討
し
、
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
要
件
を
引
き
下
げ
る
条
例
を

制
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
対
し
、
防
災
農
地
と
し
て
の
必
要
性
を
周
知
し
、

住
民
と
農
業
者
の
協
働
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

②
産
業
や
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用
が
見
込
ま
れ
る
Ａ

Ｉ
の
普
及
を
見
据
え
、
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
２
０
２
０
年
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必

修
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
導

入
し
た
モ
デ
ル
校
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。

③
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
意
見
を

最
大
限
に
生
か
し
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
多
く
の

市
民
が
認
識
で
き
る
条
例
に
す
べ
き
で
あ
る
。

生
産
緑
地
地
区
及
び
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

地
域
資
源
を
生
か
し
た
　
独
自
の
観
光
施
策
に

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
岸
和
田
競
輪
場
の
あ
り
方

岸
和
田
の
日
常
課
題
に
つ
い
て

水
路
の
危
険
防
止
・
学
力
向
上
・
地
域
猫
な
ど
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

( 新生クラブ）
雪本　清浩
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(日本共産党）
今口　千代子

　

昨
年
の
台
風
21
号
に
よ
る
、
大
沢
町
の
土
砂
崩
落
に
至
る

ま
で
の
行
政
手
続
に
つ
い
て
、
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
市
が
認
識
し
た
、
平
成
25
年
６
月
か
ら
時
系
列
で
検

証
し
、
今
後
に
生
か
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
崩
落
現
場
も

含
め
、
造
成
地
一
帯
の
危
険
を
取
り
除
き
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
大
阪
府
と
連
携
し
、
一
刻
も
早
く
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
市
長
が
住
民
と
約
束
し
た
、「
川
を
通

す
こ
と
、
道
を
通
す
こ
と
、
危
険
を
取
り
除
く
こ
と
」
を
実

行
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
災
害
が
再
び
発
生
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
市
民
の
命
に
直
結
す
る
、
土
砂
埋

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
運
用
体
制
の
強
化

を
強
く
要
望
す
る
。

台
風
21
号
に
よ
る
災
害
復
旧
と
今
後
の
安
全
対
策

(日本共産党）
澤田　和代

そ
の
他
の
質
問 

○
就
学
援
助
に
お
け
る
入
学
準
備
金

市政に関する　一　般　質　問

　

近
年
、
登
下
校
中
の
児
童
を
狙
っ
た
事
件
が
数
多
く
報
道

さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
児
童
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
学

校
、
市
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
少

子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
な
か
、
各
校
区
に
よ
っ
て
取

り
組
み
に
差
が
出
て
き
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
児
童
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
は
、
高

機
能
化
、
低
価
格
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
安
全
確
保
に
有

効
だ
と
考
え
る
。
本
市
に
お
い
て
は
未
導
入
の
小
学
校
が
７

校
あ
り
、
導
入
済
み
の
小
学
校
で
も
各
家
庭
の
加
入

率
が
低
い
状
況
で
あ
る
。
登
下
校
中
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
児
童
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
の
、
よ
り
一
層
の
普
及
に
取
り
組
む
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

登
下
校
中
の
児
童
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

( 大阪維新の会）
宇野　真悟

そ
の
他
の
質
問 

○
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

【
問
】
本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
対
策
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
学
校
外

の
機
関
に
通
所
す
る
こ
と
に
よ
り
指
導
要
録
上
出
席
扱
い
と

な
る
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
学
校
外
の
公

的
機
関
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
民
間
施
設
と
の
連
携
や

取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
教
育
委
員
会
に
お
い
て
適
応
指
導
教
室
を
設
置
し
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学
校
復
帰
を
目
指
す
取
り
組
み
を
行

っ
て
お
り
、
指
導
要
録
上
出
席
扱
い
と
し
て
い
る
。

現
在
、
通
所
に
よ
り
指
導
要
録
上
出
席
と
認
め
ら
れ

る
よ
う
な
他
の
機
関
は
な
い
が
、
今
後
は
民
間
施
設

な
ど
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、
各
学
校
に
お
け
る

判
断
基
準
を
示
す
な
ど
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

不
登
校
児
童
が
認
め
ら
れ
る
居
場
所
を

( 大阪維新の会）
前田　将臣

そ
の
他
の
質
問 

○
岸
和
田
市
の
人
事
評
価
制
度

　
　
　
　
　
　

 

○
古
紙
類
等
資
源
ご
み
の
行
政
回
収

(自民クラブ）

そ
の
他
の
質
問 

○
競
輪
事
業
の
今
後
の
方
向
性

　
　
　
　
　
　

 

○
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

そ
の
他
の
質
問 

○
行
政
事
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化


